
第62回 早稲田社会学会 大会・総会プログラム 
 

日時： 2010 年 7 月 10 日（土）10:00～17:30   
会場： 早稲田大学文学学術院（戸山キャンパス） 34 号館 4 階 453 教室 
参加費： 1,000 円（学部生は無料） 

 

受付開始  9:30 

一般報告 10:00～12:00 

 司会： 熊本博之（明星大学） 小藪明生（早稲田大学） 

畑山要介（早稲田大学文学研究科）：  
          消費社会の構造と自由――ゲーム・市場・主体 
      須藤直子（早稲田大学文学研究科）： 
          「移住」概念再考 

――都道府県間の地域移動における「移住」という用語の使用をめぐって 
      原科達也（早稲田大学文学研究科）： 
          Ｊ．ハーバマスの政教分離に関する構想 
      入江良英（埼玉純真短期大学）： 

Ｋ．マンハイムの人間科学が示すもの 
 

昼休み 12:00～13:30 

シンポジウム打ち合わせ 11:30～13：15 楠亭 

 理事会 12:15～13:15 戸山キャンパス 39 号館 3 階社会学専修室 

 

シンポジウム 13:30～16:30 

テーマ「旧産炭地の現在――常磐・空知・ウェールズの比較から」 

報告者：嶋崎尚子（早稲田大学）：石炭産業の衰退と地域、労働者 

――常磐炭砿を事例としたライフコース研究とその社会学的意義 

吉岡宏高（NPO 炭鉱の記憶推進事業団・札幌国際大学）： 

炭鉱遺産を手がかりにした空知産炭地域の再生――経緯・政策・実践 

Chris Williams（Swansea University）： 

The Rise and Fall of Coal in Comparative Perspective: Thoughts on South Wales and Japan 

（比較研究の視点からみた石炭の盛衰：南ウェールズと日本についての考察） 

討論者：中村尚史（東京大学）、周藤真也（早稲田大学） 

司会者：中澤秀雄（中央大学） 

閉会の辞 濱口 晴彦 
総会  16:45～17:30 

懇親会 18:00～  会場： 「せきはら」（夏目坂 Tel: 03-3202-0402） 
   懇親会参加費： 一般 5,000 円 学生 3,000 円 
 

連絡先：早稲田社会学会事務局 〒162-8644 東京都新宿区戸山 1-24-1 
早稲田大学文学部 社会学研究室内 
Tel:03-5286-3742  
E-mail: socio-office@list.waseda.jp 


